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【 研究テーマ】  

帝国日本外地の国民統合－樺太植民統治体制の構築を中心に 

【研究結果】 

帝 国 の 「 枠 組 」 で 明 治 地 方 自 治 制 と 帝 国 の 地 域 統 合 の 全 体 像 を 探 る た め に 、

内 地 、 島 嶼 、 内 国 植 民 地 （ 北 海 道 ・ 沖 縄 ） 、 外 地 （ 台 湾 ・ 南 樺 太 ・ 朝 鮮 ・ 南

洋 諸 島 ） と い っ た 地 域 ご と に 分 け て 検 討 す べ き で あ る 。  

本 研 究 は 帝 国 主 義 史 に お け る 帝 国 の 政 治 経 済 的 統 合 視 角 か ら み る 近 代 日 本 の

地 方 自 治 の 「 植 民 地 地 方 行 政 」 へ の 拡 張 を と り あ げ 、 1905年 日 本 領 有 か ら

1943年 「 内 地 編 入 」 に い た る 樺 太 植 民 統 治 体 制 の 構 築 過 程 に お い て 、 樺 太 庁

官 制 の ほ か 、 国 家 権 力 に よ る 地 域 （ ＝ 空 間 ） の 編 成 に 焦 点 を 当 て て 、 樺 太 地

方 制 度 の 構 想 と 形 成 過 程 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。 そ こ で 、 樺 太 町

村 制 、 市 制 の 成 立 を 分 析 し 、 樺 太 地 方 制 度 の 特 質 を 明 ら か に し た 。 さ ら に 、

植 民 地 台 湾 と の 比 較 分 析 研 究 を も 視 野 に 入 れ つ つ 、 帝 国 日 本 の 外 地 統 治 体 制

の 構 築 に お け る 「 同 時 性 」 「 異 質 性 」 「 関 係 性 」 に 絡 み 、 「 大 日 本 帝 国 」 の

地 域 統 合 の 実 態 と 論 理 の 追 究 を 試 み た 。  

日 露 戦 争 後 、 樺 太 で は 内 務 省 下 に 樺 太 民 政 署 を 設 置 し た 。 1907年 に な る と 、

樺 太 庁 官 制 が 発 令 さ れ 、 樺 太 庁 に よ る 統 治 体 制 が 確 立 さ れ た 。 内 地 か ら の 移

住 者 が 増 加 す る に つ れ て 住 民 に よ る 自 発 的 団 体 が 組 織 さ れ 、 公 共 事 務 の 処 理

に あ た っ た 。 1915年 の 勅 令 「 樺 太 ノ 郡 町 村 編 制 ニ 関 ス ル 件 」 に よ り 、 樺 太 全

体 が 17郡 、 4町 58村 に 区 画 さ れ た が 、 地 理 的 な 行 政 区 画 の み で あ っ た 。 1921

年 の 「 樺 太 ノ 地 方 制 度 ニ 関 ス ル 法 律 」 並 び に 翌 年 の 勅 令 「 樺 太 町 村 制 」 に 基

づ く 地 方 制 度 改 革 に よ り 、 法 人 と し て の 町 村 が 実 現 し た が 、 「 官 治 」 的 制 度

で あ っ た 。 続 い て 1929年 の 法 律 「 樺 太 町 村 制 」 と 勅 令 「 樺 太 町 村 制 施 行 令 」

に 基 づ き 、 内 地 制 度 に 準 じ た 「 自 治 」 の 性 格 を 有 す る 制 度 が 導 入 さ れ た 。 さ

ら に 1943年 の 樺 太 の 「 内 地 編 入 」 に 伴 い 、 前 述 の 樺 太 町 村 制 と 樺 太 町 村 制 施

行 令 は 同 年 6月 の 施 行 を も っ て 廃 止 さ れ た 。 樺 太 の 地 方 制 度 は 明 治 地 方 自 治

制 の 延 長 線 に あ っ た が 、 「 自 治 」 段 階 に 応 じ て 設 定 さ れ た 。  
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